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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
在宅・外出の質は、一般高齢者＞しょうがいしゃ＞要支援要介護者。また、外出の質と在宅の質を比較すると、一般高齢者ではあまり違いはないが、しょうがいしゃや要支援要介護者では、在宅の質のほうが外出の質よりも低い。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
外出の質と在宅の質を代理する「困ったこと」を分析。どの要因をみても、一般高齢者＞しょうがいしゃ＞要支援要介護者は保存。しかし、在宅の質と外出の質を比較すると、対人要因は両者の差が大きい。しかもその乖離は、要支援要介護者でもっとも大きい。その次に対個体要因。対環境要因は、3つのグループではあまり違いがない。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずあまり在宅/外出の違いのない、対環境要因についてみてみよう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
在宅と外出で質の乖離がなさそうにみえる対環境要因だが、細かく見ると両者の違いがある点も少なくない。食事や設備についてはしょうがいしゃと要支援要介護者にみられる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
在宅/外出で質の違いがみられる対人要因について
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
対個体要因では？
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外出したことの感想をお聞かせください。（各項目ひとつずつに〇）

		　

		よくあてはまる

		ややあてはまる

		あてはまらない



		（１）おおむね安心してくつろいでいられた　　　　　　　

		Ⅰ

		

		



		（２）ふだんの自分らしい感じでいられた　　　　　　　　

		Ⅳ　

		

		



		（３）金銭などの負担が大きすぎなかった

		

		

		



		（４）外出でしたかったことが実現できた

		Ⅱ





		

		



		（９）身体・精神などの健康に良い感じがした

		

		

		



		（10）自分でコントロールしている感覚を保てた

		

		

		



		（７）経験や視野を広げる適度な刺激があった

		

		

		



		（８）予期せぬ出会いや発見があった（人・景色・飾りなど）

		Ⅲ



		

		



		（６）気晴らしができた・楽しんだ・笑った

		

		

		



		（５）周囲の人と会話や交流ができた
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
どの観点でも一般高齢者＞しょうがいしゃ＝要支援要介護者。しかし、I群（安心）とIV群（自分らしい感じ）では在宅＝外出である一方、II群とIII群では在宅＜外出。外出することのメリットがうかがえる。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
しょうがいしゃや要支援要介護者の場合、ふだんの移動に支援が必要な場合には、在宅時には対処ができ評価の低下につながらないが、外出時には十分な対処ができていないのかもしれない。
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